
床面中央の配石炉床面中央の配石炉調査中の円形竪穴調査中の円形竪穴 床床面穴穴

九九九九九九九

らららかかかららららららららららからかかかか ，，，， 文ヴ文ヴ文ヴ文文ヴヴヴヴヴヴヴヴィィーィィーィィーィーィーィーィィーナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ がががががががが 土土土土土土土土土土土土土しししししししししししししししし ししたしししししたしたししたしししししししし 。 全全全全全全全全全全全全全全

44 いていいてていていていていていいていていていてててててていいいてていて ももももも でででででででででででででですす。すすすすすすすすすすすすす

れれ

たたたたたとととと ， ～～～～～～～～～～～ 10 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 創期 ででででででででででであああああ

ししししししししししてしししししししてしししてししてしししてしししてててててててててててててててて

かかからかららららららかからからかかかか ，，，，，， 刻礫 ららららららららららららかか

　県　県道
 え  い  ち らん え  い  ち らん

頴娃知覧線（南薩縦貫道：知覧道路）改築事業線（南薩縦貫道：知覧道路）改築事業に
ともなともな

伴う発掘調査が行われう発掘調査が行われた牧野遺跡（南九州市知覧町）牧野遺跡（南九州市知覧町）

から，縄文時から，縄文時代
そうそう きそうそう き

草創草創期では国内で２番目に古では国内で２番目に古い
せんこくれきせんこくれき

線刻線刻礫（縄文ヴィーナス）が出土しました。 この線刻礫は，全（縄文ヴィーナス）が出土しました。 この線刻礫は，全

長 5.5 ㎝，幅 4.8 ㎝，厚さ 4.1 ㎝長 5.5 ㎝，幅 4.8 ㎝，厚さ 4.1 ㎝の
あんざんがんあんざんがん

安山安山岩に縦及びやや斜め方向の線刻がほぼ全周に縦及びやや斜め方向の線刻がほぼ全周に
ほどこほどこ

施されているものです。されているものです。

線刻礫が発見され線刻礫が発見された
えんけいたてあなえんけいたてあな

円形竪円形竪穴の中にあった炭化物を年代測定しの中にあった炭化物を年代測定し

たところ，13,425 ～ 13,210 年前 (縄文時代草創期 )であるこたところ，13,425 ～ 13,210 年前 (縄文時代草創期 )であるこ

とがわかりました。とがわかりました。

　この時代の線刻礫としては愛媛県　この時代の線刻礫としては愛媛県の
かみくろいわかみくろいわ

上黒上黒岩遺跡，鹿児島市遺跡，鹿児島市の
そう じ やまそう じ やま

掃除掃除山遺跡に続いて全国で３例目となります。遺跡に続いて全国で３例目となります。

　
はいせき ろはいせき ろ

配石配石炉や小型集石や小型集石を
ゆうゆう

有する
とく いとく い

特異な
 い こう い こう

遺構の中から出土したことの中から出土したこと

から，この線刻礫や遺構が何らかから，この線刻礫や遺構が何らかの
さい し こう いさい し こう い

祭祀行祭祀行為と関わるものであと関わるものであ

ると考えられます。 ると考えられます。 
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　今年度，発掘調査が行われている，

県立埋蔵文化財センターと (公財 )

埋蔵文化財調査センターの発掘調査

成果の一部を紹介します。

県立埋蔵文化財センターの発掘調査…

（公財）鹿児島県文化振興財団

埋蔵文化財調査センターの発掘調査
…

2「埋文だより」　第75号 3「埋文だより」　第75号

　南九州西回り自動車道建設に
ともな

伴う発掘調査を行っている六反ヶ丸遺跡は，出水平野を

流れる
こめ の  つ

米ノ津川右岸の自然堤防上（標高約６m）にあります。ここでは，古墳時代（４世

紀頃）の竪穴住居跡や土器・石器が発見されました。土器は熊本県や福岡県で多くみられる
まるぞこかめ

丸底甕が出

土しており，当時の交流がうかがえます。また，鉄製の
やじり

鏃も発見されました。

　古墳時代の層の下からは，縄文時代後期（約 3,500 年前）の
すりけし

磨消縄文土器や縄文時代
ばん き

晩期（約 3,000 年前）

の黒川式土器が出土しています。

～
ろくたん が  まる

六反ヶ丸遺跡 (
い ず み

出水市 ) ～

古くからの文化交流

鉄製の鏃の検出状況鉄製の鏃の検出状況 鉄製の鏃（左側が先）鉄製の鏃（左側が先） 調査中の竪穴住居跡調査中の竪穴住居跡鉄製の鏃の検出状況 鉄製の鏃（左側が先） 調査中の竪穴住居跡

　東九州自動車道建設に
ともな

伴う発掘調査を行っている

牧山遺跡は，鹿屋市
くし ら

串良町
ほそやま だ

細山田に所在します。

　これまでの調査で，本誌 73 号で紹介した
せいどう

青銅製の
のみ

鑿をはじめ，い

ろいろな遺構や遺物が発見されています。今年度の調査では，肉や

魚などの
くんせい

燻製を作るために使用されたと考えられる，縄文時代早期（約

9,000 年前）の
れんけつ ど こう

連穴土坑と呼ばれる遺構が発見されました。右下写真

の中央部の広い場所で火を
 た

焚き，その煙を右側の
せまい

狭 い場所に通して

そこに
つる

吊した肉などを
いぶ

燻したと考えられています。

　縄文時代早期の他にも，縄文時代後期・
ばんき

晩期および弥生時代の遺

構や遺物が多数見つかっています。

～
まきやま

牧山遺跡 (
かの や

鹿屋市 ) ～

保存食を作った施設 !?

連穴土坑の断面連穴土坑の断面連穴土坑の断面

中の土を取り除いた状態中の土を取り除いた状態中の土を取り除いた状態

煙の流れ煙の流れ煙の流れ

 県立埋蔵文化財センターは，本年度から職員が学校に出向いて授業支援を

行う「埋文職員による授業支援」を展開しています。教職員と連携を取り

ながら，地域や児童生徒の実情，教育課程の進度に合わせた授業を小学校

3 校，高等学校 1 校で実施しました。本物の土器や石器を見せたり触れさ

せたりすることで，児童生徒の興味関心をより一層かき立てたようです。

　小学校では，本物の縄文土器や石器，地層の
 は

剥ぎ取り資料を用いた「鹿

児島の縄文時代の特色」と「鹿児島の幕末から明治にかけての動向」のテー

マで授業を行いました。鹿児島の縄文時代の土

器は，「
なわ め

縄目の
もんよう

文様」ではなく「
かいがら

貝殻の文様」

が多いということに気づいたり，「日本の近代

化」は鹿児島から始まったことを知ったりする

ことで，郷土に誇りを持つとともに先人たちへ

の尊敬と感謝の念を深めたのではないかと思い

ます。また，「地域が
はぐく

育む『かごしまの教育』

県民週間」に授業を行った学校では，保護者の方も一緒に授業に参加して

いただき，児童と同じ視点で郷土のよさを共有できたと思います。

　高等学校では，３年生の日本史を選択している生徒に，「鹿児島における

幕末～明治初期の対外政策」のテーマで，

発掘調査の状況や成果を
 お

織り交ぜながら，
 こ  ね じめはらだい ば

小根占原台場跡・
てん ぽ ざん

天保山砲台跡・
しき ね

敷根火薬製造

所跡等の役割などを紹介しました。授業に即し

た内容で理解しやすく，遺跡のことを知る
けい き

契機

となったという声がありました。

　今年度実施した反省を元に，来年度はさらに充実した授業支援ができるよ

うにしていく予定ですので，希望される学校がありましたら埋蔵文化財センターへご連絡ください。

～埋文職員による授業支援～

　鹿児島城跡は鹿児島市城山町に所在し，初代薩摩藩主
しま づ いえひさ

島津家久が 1601（
けいちょう

慶長 ６）年から
ちくじょう

築 城を開始した近世
じょうかく

城郭跡で，石垣や堀などが県指定史跡となっています。瓦の出土が圧

倒的に多く，建物の
のきさき

軒先に
 ふ

葺かれた
そうしょく

装 飾 のある
のきまるかわら

軒丸 瓦 は，「
ともえ

巴 」

「
 ぼ たん

牡丹」「
きり

桐」等の
もんよう

文様のものが出土

しています。

　今年度の発掘調査では，「花十字」

という文様がついた珍しい軒丸瓦が出土しました。「花十字」はキリシタ

ン
 ぼ  ひ

墓碑に見られる文様で，長崎ではキリスト教会跡の発掘調査で多く

の花十字紋瓦が出土しています。以前，花十字紋瓦は鹿児島城二之丸

跡から 4点の出土が報告されていますが，本丸跡からは初めて出土し

ました。ただし，出土した地点は明治初年まで庭園があり，その庭園

が解体された後の近代の地層から出土しました。

　島津氏とキリスト教の関係は，1549（天文 18）年にザビエルの鹿児

島上陸や城下に教会と思われる「
なんばんそうかり や

南蛮僧仮屋」が存在したこと，薩摩

川内市
きょうどまり

京泊 にサント・ドミンゴ教会が建設（のちに長崎へ移築）さ

れたことなどからうかがえ，特に島津家久の義母・
えいしゅん に

永俊尼（洗礼名：カ

タリナ）はキリシタンであったことが知られています。

　なぜ本丸跡から花十字紋瓦が出土したのかを考えると，鹿児島のキ

リシタン史にとって貴重な資料です。

～鹿児島城跡 ( 鹿児島市 ) ～

本丸跡から
はなじゅう じ  もんかわら

花十字紋瓦 発見！

廃棄された瓦などの出土状況廃棄された瓦などの出土状況廃棄された瓦などの出土状況

発掘中の調査区発掘中の調査区発掘中の調査区

花丸十字紋瓦花丸十字紋瓦花丸十字紋瓦
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　上野原台地の南東側に位置する地点では，アカホヤ火山灰の下か

ら，日常的に使われた数多くの土器や石器のほか，
いの

祈りやマツリに

使われたと考えられる
 ど ぐう

土偶，
みみかざ

耳飾り，パレット形土製品，異形石器

など，当時の精神文化を示す道具類も出土しています。

　上野原遺跡で大量に出土した遺物の中の代表的な出土品767点は，

「南九州における文化の先進性を物語る貴重な学術資料」と高く評

価され，平成 10（1998）年６月 30 日に国の重要文化財に指定され

ました。 

　土偶は縄文時代早期には九州地方では

使われておらず，後期になって西日本か

ら伝えられたと考えられてきました。しかし，上野原遺跡からは縄文時代早

期
こうよう

後葉の土偶が出土しました。これは平成８（1996）年に三重県松阪市の
かゆ み  い じり

粥見井尻遺跡から縄文時代草創期の土偶２点が見つかるまで，西日本最古の

土偶として注目を浴びました。

 

　上野原遺跡からは，土製の耳飾りが 28点

出土しています。耳たぶに穴を空けてピア

スのように付けるものです。大きいもので

は，直径 12 ㎝，重さ 100ｇにもなるものも

出土しています。耳飾りは，縄文時代中期

（約 4,500 年前）に東日本で発達しますが，

上野原遺跡では，縄文時代早期後葉（約

7,500 年前）の耳飾りが確認され，その文

化の先進性が注目されています。

　
今，県内では，この時期の耳飾り（

 じ せんじょう

耳栓状 土製品を含む）が 16 遺跡 44

例確認されています。しかし，１つの遺跡から出土する数は少なく，数や

大きさなど上野原遺跡に勝るものはありません。

　上野原遺跡からは，三角形や
ふんどう

分銅形など不思議な形をした土製品が

数多く出土しています。中でも三角形の形をしたパレット形をしたも

のは，片面が皿状に
くぼ

窪み，長辺に斜めに
かんつう

貫通させた穴を 1列に配列し

ています。今でも，このような異形土製品の出土例は全国的にも珍しく，

その用途もはっきりわかっていません。 

ょょょょうょうょうょうょうょうううううううょ

状状状状状状状 製土製品土製品土製品土製品土製品土土製品土製品土製品 含を含を含むを含むを含むを含むを含むを含むを含む）が）が）が）が 1）が 1）が 1）が 1）が 1 遺遺跡遺跡遺跡6遺跡6遺跡6遺跡6遺跡6遺跡 4444444444

縄文時代早期後葉の出土遺物：重要文化財

遺跡名 市町村

1 石坂上遺跡 南九州市

2 下田遺跡 志布志市

3 西垂水遺跡 南九州市

4 石打遺跡 湧水町

5 上野原遺跡 霧島市

6 出水平遺跡 曽於市

7 城ヶ尾遺跡 霧島市

8 三角山Ⅱ遺跡 中種子町

9 横堀遺跡 志布志市

10 堂園平遺跡 日置市

11 諏訪前遺跡 南さつま市

12 陣之尾遺跡 伊佐市

13 宮ヶ原遺跡 曽於市

14 鳴野原B遺跡 南九州市

15 山口遺跡 薩摩川内市

16 小牧古墳群 志布志市

縄文時代早期後葉の土製耳飾りが
見つかっている遺跡

使

ら

期
か

粥

土

　東九州自動車道建設に
ともな

伴 う発掘調査

が進む
かわ く  ぼ

川久保遺跡（
かの や  し ほそやま だ

鹿屋市細山田）で，

11月 19日 (日 )に現地説明会が開催されま

した。この日は天気にも恵まれ，日曜日の

午後からという日程にもかかわらず300名を

超える見学者が訪れ，おおいに
にぎ

賑わいました。

　川久保遺跡は，これまでの調査で多くの発見がありましたが，今年度も新たな遺構・遺物が多数発見さ

れています。今回の現地説明会では，旧石器時代，縄文時代早期，古墳時代を中心に解説しました。

　旧石器時代では，
うねはらがたさいせきじんかく

畦原型細石刃核が県内

最多の 30 点発見されています。これは，細

石刃というカミソリの刃のような小さな石

器を
 は

剥ぎ取るために丸い石 (
えんれき

円礫)を２分割

したものです。旧石器時代を代表する南九

州独自のもので宮崎県南部を中心に発見さ

れています。

　縄文時代早期では，調理施設と考えられて

いる集石遺構が比較的狭い範囲に多数発見さ

れています。集石遺構は，焼いた石の上に葉

などで
つつ

包んだ魚や肉などを置き，さらにその

上から土をかぶせて蒸焼き料理をしていた場

所と考えられています。説明の中で，実際に

この方法で食材を調理した体験も紹介され，

はるか昔の
じょうけい

情 景をよりリアルに思い浮かべ

ることができました。

　古墳時代の遺構として，多くの竪穴住居

跡が発見されていますが，複数の住居跡が

重なっている（切り合い）状態のものがあ

りました。現時点では，４軒分と想定して

いますが，同じ場所に何回か建てなおした

と考えられます。また，別の竪穴住居跡で

は発見された
まがたま

勾玉を手のひらに
 の

載せて紹介

していて，間近で古代の
 い ぶき

息吹を感じるようでした。

　この他にも，発掘作業の進め方や集石遺構の実測方法，地層と年代の関係，出土した遺物の展示など，

遺跡の広さに比例するような盛りだくさんの説明があり，充実した時間になりました。

　川久保遺跡の発掘調査は平成 29 年度で終了し，来年度から報告書作成のための整理作業が始まります。

その過程で，発掘調査とは違う視点からの新たな発見が出てくるかもしれません。

実測方法の説明実測方法の説明実測方法の説明 展示遺物の説明展示遺物の説明展示遺物の説明 地層の説明地層の説明地層の説明
かめかめ

甕の破片の破片
かめ

甕の破片

展示された畦原型細石刃核展示された畦原型細石刃核旧石器時代の遺物の出土状況旧石器時代の遺物の出土状況旧石器時代の遺物の出土状況

間近で見る勾玉間近で見る勾玉間近で見る勾玉古墳時代の竪穴住居跡古墳時代の竪穴住居跡古墳時代の竪穴住居跡

集石遺構の説明集石遺構の説明集石遺構の説明 集石遺構に触れました！集石遺構に触れました！集石遺構に触れました！



  当センターの見学は，土曜・日曜・祝日・年末年始を

除き，毎日午前９時～午後５時まで，入館料は無料です。

　なお，当センターのホームページは，鹿児島県（http://www.pref.kagoshima.jp/）または，上野原縄

文の森(http://www.jomon-no-mori.jp)からお入りください。
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　国道270号（宮崎バイパス）改築工事に伴う

発掘調査が進められている
なか つ  の

中津野遺跡（南さ

つま市
きんぽう

金峰町）で，平成29年11月25日（土）

に現地説明会が開催されました。当日は，風

の無い
おだ

穏やかな一日で，約120名の見学者が

遺跡を訪れ，県内では珍しい低湿地の発掘風

景や土器・木製品などの展示物に見入っていました。

　中津野遺跡の調査区は，南北に約900ｍにもおよび，これまでに旧石器時代から江

戸時代までの様々な遺構･遺物が発見されています。特に調査区北側の
ていしっ ち

低湿地部分で

は，弥生時代から古墳時代にかけての木製農具など，県内では例が少ない注目すべき遺物が見られます。

湿地では，木製品の
 ふ しょく

腐 食 があまり進まず比較的良好な状態で保存されます。そのため，
 え

柄を取り付ける

ために開けた穴がしっかり残っていた
くわじょう

鍬 状 の農具や，まだまだ使えそうなくらい硬い杭もありました。

低湿地の見学場所では，水の
 わ

湧く
なんでい

軟泥の中に
りんりつ

林立する杭を取り上げる作業をしていましたが，
ていねい

丁寧に泥を

取り除き
しんちょう

慎重に取り上げるのはかなりの重労働です。

　低地部と低湿地部の境界では，縄文時代後期（約4,000年前）の土器が集中

して発見されました。土には植物の茎や葉が多量に含まれており，当時の周

辺環境は
あし

葦などの植物が
ぐんせい

群生する湿地帯であったようです。これらの土器は

破損して廃棄されたものと考えられますが，破片が大きく，完全に復元でき

たものも多いことから，何か特別な理由でこの場所に置かれた可能性があり

ます。

　低地部では，弥生時代の竪穴住居跡が発見されています。あまり大きな規

模ではありませんが，一体何人が暮らしていたのか，まわりから発見された土器や石器とはどのような関

連があるのか想像が
ふく

膨らみます。

　この他にも，
かるいし

軽石製品や
せきぞく

石鏃や
せき ふ

石斧などの石器，溝状遺構，
ちゅうけつ

柱 穴なども多数発見されており，遺物の

一部は土器や木製品とともに展示されており，間近に観察することができました。また，発見された土器

等を水で洗ったり分類記号を書き込んだりする整理作業も発掘作業と同時に進めら

れており，そのようすも見学することができました。
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